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３．⽮作川流域圏懇談会とは
別紙1 「⽮作川流域圏懇談会」について をご参照ください
①懇談会設⽴の背景
・⽮作川⽔系河川整備計画（治⽔・利⽔・環境・⼟砂管理・維持管理・・・）の中に、
⺠・学・官の連携・協働による取り組みが明記された。
・懇談会を設⽴することで、流域内の各組織のネットワーク化、河川整備に関わる
情報共有・意⾒交換を図る。

②設⽴要旨・規約
・平成22年8⽉28⽇制定、平成30年4⽉1⽇改定、令和7年改訂（予定）
③⽮作川流域圏懇談会の情報公開
・原則として「公開」（個⼈のプライバシーに関する議事は「⾮公開」）
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①流域圏住⺠・関係者の連携強化
②流域圏住⺠の啓発活動
③⾏政と住⺠が連携した調査・研究の充実
④河川を中⼼とした流域の社会基盤形成及び地域の活性化

⽮作川流域圏のあり⽅を検討する視点
“流域は⼀つ、運命共同体”
132組織 426名が登録（R7.11時点）
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●⽮作川流域圏に関係する各組織のネットワーク化を図る
●流域圏⼀体化の取り組み及び⽮作川の河川整備に関わる情報共有・意⾒交換を図る

懇談会の⽬的
【懇談会の⽬的・運営⽅針】

（1）市⺠部会の活動の活発化
●組織のあり⽅を⾒直し、市⺠部会主体の勉強会やイベントの計画を⾏う。

（2）流域の課題解決に向けて具体的な⾏動を積極的に⾏う
●課題解決に向けた⼭・川・海部会の積極的な議論と交流を実施する。
●勉強会やイベント等を通し、⼭・川・海部会の関係者が協働する。

（3）河川整備計画のフォローアップ
●「河川整備に関わる情報共有・意⾒交換」の取り組みを全体会議で共有し、意⾒交換を
⾏う。

懇談会の運営⽅針
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内容・場所⽇時活動
WG
内容︓テーマ別の活動報告、「天使の森」プロジェクトについて
場所︓岡崎市 こもれびかん
FW
・天使の森プロジェクト（トウナイドコ）

令和7年
2⽉7⽇（⾦）
〜8⽇（⼟）

第71回ＷＧ・FW

第
15
期

WG
内容︓テーマ別の活動報告、カーボンニュートラルについて
場所︓豊⽥市旭交流館
FW
・つくラッセル、押井町普賢院

令和7年
6⽉27⽇（⾦）
〜28⽇（⼟）

第72回ＷＧ・FW

WG
内容︓テーマ別の活動報告、平⾕村の概要、

平⾕村の森林環境譲与税について
場所︓平⾕村役場
FW
・平⾕村⾼嶺の皆伐事業の視察

令和7年
8⽉1⽇（⾦）
〜2⽇（⼟）

第73回WG・FW

まとめの会
内容︓テーマ別の活動報告、今期の振り返りと来期の⽬標
場所︓恵那市 恵那⽂化センター
FW
・リコーえなの森

令和7年
10⽉3⽇（⾦）

〜4⽇（⼟）
第17回⼭部会
まとめの会・FW
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第15期の⼭部会の活動を下記に⽰す。
【今期の活動】
４．各部会の第15期の活動⽬標と実績 （1）-2 ⼭部会第15期全体会議資料より抜粋





①流域圏担い⼿
づくり事例集

＜テーマ＞
○ 持続可能な地域づくりにつながる活動を⾏っている団体に取材を⾏い、「流域圏担

い⼿づくり事例集Ⅵ」を刊⾏する。
○ ⼭、川、海のエリアと都市をつなぐ活動に着⽬した取材や、これまで流域圏に含まれ

ながら取り上げてこなかった団体への取材の可能性を検討する。
○ 川部会、海部会を巻き込んだ流域全体の担い⼿を発掘する活動とする。
○ 事例集の活⽤⽅法と、今後の事例集づくりの⽅向性について検討する。
○ 事例集交流会を開催する。

＜活動⽬標＞

次の10年を⾒据えながら、⼭部会の展開を模索するとともに、4つの活動テーマを軸として、情報共有と意
⾒交換を⾏う。また、他部会との連携を通し、流域としての課題解決に貢献する。

①流域圏担い⼿
づくり事例集

②⼭村
ミーティング

③森づくり
ガイドライン

④⽊づかい
ガイドライン

【第16期の活動⽬標】
5．第16期の全体会議の活動⽬標（5）-2 ⼭部会
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＜テーマ＞ ＜活動⽬標＞

②⼭村ミーティング

○ ⼭村ミーティングの実現のためには、現場林業技術者に直接意⾒を伺うなど、林業
関係者との連携を強化する（担い⼿の創出）。
「森の⼈をつなぐ」の続編として多様な取組の紹介（地元メディアとの連携等）
「林業現場」や「製材から流通」に関連する先進事例を紹介
流域内フェアトレードでの⼭元（⾃伐的林業者や林業事業体）の課題整理
⽊づかいと連携して交流学習会を開催

○ ⽮作川感謝祭始め多様な活動と連携して、流域の林業関係者の交流の場づくりに
つなげていく。 ⇒今後の⽅針をWGにて議論

【第16期の活動⽬標】
緑字︓昨期より追記した内容
ー︓昨期より削除した内容

5．第16期の全体会議の活動⽬標（5）-2 ⼭部会
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③森づくり
ガイドライン

○ 森林経営管理法、森林環境譲与税、脱炭素社会の実現、ネイチャーポジティブ、
⼈⼯林齢級分布平準化、スギ花粉症対策、「流域総合⽔管理のあり⽅について」
答申などの国の新たな動きや流域圏のほぼ全域でみられるようになったシカの⾷害を
踏まえつつ、流域市町村の森林施策の着実な進⾏を後⽅⽀援し、流域圏全体とし
て調和のとれた森づくりを⽬指す。

○ ⽔環境基本法および⽔循環基本計画に定められた森林の⾬⽔浸透能⼒または⽔
源涵養能⼒の整備について、⽮作川流域における関係省庁や地⽅⾃治体の施策
をフォローアップする。

○ 流域市村の間伐⾯積・皆伐⾯積の経年変化を整理し、要因等の情報共有を⾏っ
ていく。
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＜テーマ＞ ＜活動⽬標＞
【第16期の活動⽬標】

④⽊づかい
ガイドライン

○ 新たな取り組みとして「脱炭素社会の実現に資する等のための建築物等における⽊材の利⽤の促
進に関する法律（都市の⽊造化推進法）」に基づいて⽮作川流域の各⾃治体で設定された「
建築物における⽊材の利⽤の促進に関する基本⽅針」を⽐較する。

○ 特に、どこの⽊材の利⽤を推進しているかに着⽬する。（市産材、県産材、国産材等）

○ 懇談会が中⼼となって流域産材を活⽤するためのプラットフォームを作る
○ 各⾃治体の担当者に「流域産材」をアピールする場として⽊づかいミーティングの企画を

検討する。
○ ⽊づかいミーティングを開催し、 作成した資料を⽤いて「流域産材」の活⽤を促進する。

各⾃治体や事業者との連携を強化するため、担当者を把握する
○各⾃治体の⽊材利⽤の担当者を整理し、官⺠の関係を構築する。

各製材所の製材・加⼯材の状況や得意分野を調査する
⽊材を利⽤する事業者が使いたい流域産材を調査する
豊⽥市や岡崎市の流域産材の活⽤事例の紹介
○「流域産材」を各⾃治体に広めていくためにアピールする資料を作成する。

○ ⽊材利⽤の好事例の紹介
「あいち⽊材利⽤施設事例集」に掲載されている事例を設計者に説明してもらう、FW先とし施設
⾒学等も検討する

緑字︓昨期より追記した内容
ー︓昨期より削除した内容

5．第16期の全体会議の活動⽬標（5）-2 ⼭部会
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